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令和４年 ５月 １日発行

塩山東公民館だより
館長 岩下 洋 TEL
主事 桜井恵子 TEL

新型コロナ禍の下火はまだ遠い！
新型コロナウイルスはオミクロン株に変異して、 経済・社会生活の維持と感染防止との両輪を廻

オミクロン株 BA.1、BA.2にと変化を続け、さら して行こうという傾向が強くなっていますが、東

には、それらの変異系統の「XE」株系統のウイ 公民館活動は現在、熟年層の利用者が圧倒的に多

ルスが出現し始めています。 数です。

感染力を強めたコロナウイルスが出現し、感染 若年層から熟年層への感染が多く見られる現在、

防止策をしても尚、全国的に減少を阻んでいます。 東公民館内では、図らずもそのような交流は少な

甲州市においても同じような状況で、国や山梨 いですが、東公民館利用にあたっては、これからも、

県は様々な施策を展開していますが、我々はどの 三密を避け、マスク着用、消毒や手洗いの励行を

施策を取り入れたらよいのか、迷うことが多々あ して、どのウイルスにも感染しないように、有意

ります。 義に活動を行うことが大切です。

東公民館の利用者推移

甲州市より毎年地区公民館の利用者数調査が 度同じ月に比べて 2.9％、6.8％となりました。
ありますが、令和元年度に比較して、新型コロ その後も 50％前後の利用率となり、感染第３
ナ感染により、2年度、3年度、東公民館では 波時の 2年度（3年）１月には 14.8％にも落ち込
多くの利用者が減ってしまいました。 んでしまいました。
その変化を月別に見てみますと、元年度の 1 3年度に入り、第 4波の 4月から 6月はコロナ

月に中国から発症したと考えられていますが、 禍の以前の半分程、回復しましたが、第 5波の 7
日本に感染が広がってきて、その年の 3月には 月から 9月は更に落ち込みました。
甲州市からの要請で強い感染予防対策の指導が 10月から 12月は感染が下火になったため、回
ありました。 復の兆しが見えました。
それまでは 3桁の利用者がいたのに 2桁の利 しかし、第 6波が始まった 1月から 3月には、

用者になってしまいました。 又、減少に転じています。
引き続き、県より 4月 20日から 5月 6日まで 東公民館の利用者の多くは、高齢者であり感染
の緊急事態宣言措置を受けて、新型コロナウイ 防御には敏感にならざるを得ません。
ルス感染の蔓延防止策のため、東公民館等は閉 高齢者は予防ワクチンの第 3回目を受けた方が
館となってしまいました。 ほとんどですが、まだ、治療薬は簡単には手に入
従って、4月、5月は利用者は更に減じて前年 りません。感染防止にはお互い気を付けましょう。

コロナ禍における東公民館利用者数の推移 と コロナ禍以前との比較

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

令和元年度 （ 人 ） 456 383 341 417 302 421 435 470 370 438 410 63 4506

令和 2年度 （人 ） 13 26 204 210 179 242 311 295 200 65 121 254 2120

令和 3年度 （人 ） 282 259 173 137 47 104 245 210 232 160 62 167 2078
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

2年度／元年度 2.9 6 .8 59 .8 50 .4 59. 3 57 .5 71 .5 62 .8 54 .1 14 .8 29. 5 403 47 .0
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

３ 年度／元年度 51.3 57 .5 41 .5 32 .9 15. 5 24.7 56 .3 44 .7 62 .7 36 .5 15. 1 265 46 .1
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令和４年度東公民館運営委員の皆様
今年度の東公民館の運営委員の皆様は次のとおりです。東公民館の運営にご協力をお願いします。
昨年度まで運営委員に携わって頂きました方々には，大変有り難うございました。

氏 名 地 区 備 考 氏 名 地 区 備 考

雨宮 正明 下萩原 下萩原区長 鮎川 江美子 上於曽 下東区育成会会長

松下 正典 上於曽 中央区長 菊島 新治 下萩原 塩山南地区老人クラブ会長

矢澤 生雄 下於曽東 下於曽東区長 田辺 よし子 下於曽 学識経験者

鷹埜 一郎 上於曽 下中区長 吾妻 治光 上於曽 学識経験者

佐野 真一 上於曽 下東区長 那須 丈彦 下於曽 塩山中学校校長

日原 孝 赤尾 赤尾区長 久保田 英樹 上於曽 塩山南小学校校長

俳句教室（塩寿会）の皆様の作品
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